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要旨 

経済産業省は，組織や地域社会の中で多様な人々とともに仕事を行っていく上で必要な基礎的な能力として「社

会人基礎力」を，中央教育審議会は，グローバル化する知識基盤社会，学習社会において学士に求められる「学士

力」を提唱しており，これらの構成要素はライフスキルと共通する部分が多く，大学生用ライフスキル教育プログ

ラムの開発が急務であると考える．本研究においては，大学生の健康関連行動とライフスキルとの関係について

明らかにすることによって，大学生用ライフスキル教育プログラムの開発のための基礎資料を得ることを目的と

した．2021 年６～７月にかけて，愛知県，岐阜県，三重県の４大学の大学生を対象に，Google Forms を用いて自

記式無記名の調査を実施した．その結果，朝食を積極的に摂取する者のセルフエスティーム，情動への対処スキ

ル，意志決定スキルの得点が高いことが示された．また，大学の授業への取組状況においては，グループワークや

ディスカッションへの取組状況では，セルフエスティーム，効果的コミュニケーションスキル，対人関係スキル,意

志決定スキルの得点が，予習・復習の取組状況では，意志決定スキルの得点が，教員への質問等相談状況では，効果

的コミュニケーションスキルの得点が高いことが示された．以上の結果より，セルフエスティーム，ライフスキルを

高めることは，ポジティブ健康行動を促すこと，効果的な学修活動を促すことにつながることが示唆された． 
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１．はじめに 

 一般社団法人日本経済団体連合会は，急速に進

展する技術革新や，経済活動の一層のグローバル

化などの時代において，イノベーションを起こせ

る人材や，グローバル・ビジネスの現場で活躍で

きる人材の育成が不可欠であるとしている．こう

した背景を踏まえて今後の高等教育の在り方に

ついての提言を取りまとめるべく，2017 年 12 月

から 2018 年 2 月にかけて，日本国内企業 443 社

を対象として「高等教育に関するアンケート調査

1)」を実施した．その結果によれば，産業界が学生

に期待する資質・能力・知識として，「主体性」，

「実行力」，「課題設定・解決能力」，「チームワー

ク・協調性」が上位を占めた．また，経済産業省

は，2006 年に発表した社会人基礎力の重要性をさ

らに強調し，2017 年に開催した「我が国産業にお

                                                       

1 鈴鹿大学こども教育学部 
2 皇學館大学教育学部 

ける人材力強化に向けた研究会 2)」において，「人

生 100 年時代」や「第四次産業革命」の下，これ

まで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との

関わりの中で，ライフステージの各段階で活躍し

続けるために求められる力を「人生 100 年時代の

社会人基礎力」と新たに定義した．また，人生 100

年時代の社会人基礎力について，2006 年に提唱さ

れた３つの能力（前に踏み出す力,考え抜く力,

チームで働く力）12 の能力要素（主体性，働きか

け力，実行力 課題発見力，計画力，創造力 発

信力，傾聴力，柔軟性，状況把握力，規律性，ス

トレスコントロール力）を内容としつつ，能力を

発揮するにあたって，自己を認識してリフレクシ

ョン（振り返り）しながら，「学び」，「統合」，「目

的」のバランスを図ることが，自らキャリアを切

り拓いていく上で必要であると位置づけている． 
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中央教育審議会は，予測困難な時代である今日，

若者や学生の「生涯学び続け，どんな環境におい

ても“答えのない問題”において最善解を導くこ

とができる能力」を育成することが，大学教育の

直面する大きな目標である 3)としている．また，

大学が育成すべき能力として「生涯学び続ける力，

主体的に考える力」を示し，学士課程で培うべき

「学士力」の重要な要素として，①知識や技能を

活用して複雑な事柄を問題として理解し，答えの

ない問題に解を見出していくための批判的，合理

的な思考力をはじめとする認知的能力．②人間と

しての自らの責務を果たし，他者に配慮しながら

チームワークやリーダーシップを発揮して社会

的責任を担いうる，倫理的，社会的能力．③総合

的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と構想

力．④想定外の困難に際して的確な判断をするた

めの基盤となる教養，知識，経験を育むこと 4)を

提示した． 

 一方，世界保健機関（WHO）は，ライフスキルに

ついて「日常生活で生じるさまざまな問題や要求

に対して，建設的かつ効果的に対処するために必

要な能力 5)」と定義している．また，青少年の健

康増進をねらいとする中核となるライフスキル

として，意志決定，問題解決，創造的思考，批判

的思考，効果的コミュニケーション，対人関係ス

キル，自己意識，共感性，情動への対処，ストレ

ス対処を示している．これらのスキルは，上述の

産業界が期待する学生の諸能力，社会人基礎力，

学士力と似通っており，大学におけるライフスキ

ル教育の有効性が推察できる．加えて，川畑 6)は

ライフスキルの形成が，「変化の激しいこれから

の社会を生きていくために必要な資質や能力」と

定義される学校教育の基本的目標である「生きる

力」の形成にも寄与するとしており，その延長線

であり社会進出に向けた過渡期にある学士課程

においても，ライフスキルの育成は社会人基礎力

や学士力の形成に寄与することが期待できると

考えられる． 

 わが国における健康教育の一環としてのライ

フスキル教育に関しては，ライフスキル形成に基

礎を置く喫煙防止教育プログラム 7)，食生活教育

プログラム 8)，歯と口の健康教育プログラム 9)，

ライフスキル形成を基礎とする性教育プログラ

ム 10)などが開発され，学校現場における実践活動

11) 12)と並行して教員研修が開催されるなど，多く

の研究・実践活動が行われている． 

 一方，大学におけるライフスキル教育に関して

は，大学生アスリートを対象とした取組や就職活

動支援の一環やキャリア形成・教育の一環として

の取組は散見するものの，対象者の特性を限定し

ない大学生を対象とした大規模調査や有効性及

び実施可能性が確認された教育カリキュラムは

極めて少ない 13)．しかし，平成 7 年以降依然とし

て改善しない早期離職率の問題 14)や，増加傾向に

ある 10 代の自殺者率 15)などの問題を鑑みると，

社会に出る前の最終段階である大学教育におけ

るライフスキル教育の果たす役割は極めて大き

いと推察できる． 

そこで本研究では，大学生の健康関連行動とラ

イフスキルとの関係について明らかにすること

によって，大学生用ライフスキル教育プログラム

の開発のための基礎資料を得ることを目的とし

た． 

２．方法 

（１）調査対象及びデータ収集 

 2021 年６月に東海３県にある４大学に依頼し，

Google Forms を利用して Web 調査を実施した．

各大学は連絡用 Web ツールを用いて，掲示された

QR コードにアクセスして回答するように学生に

周知した．回答期間３週間を経て，４大学 196 名

からの回答が得られ，分析に際しては，一般的な

大学生の年齢である 18～22 歳までの 193 名を対

象とした．表 1 に，性別・学年別の調査対象者数

を示した．  

表１ 性別・学年別回答者数（名） 

 1年生 2年生 3年生 4年生 計 

男 3 22 7 2 34 

女 25 69 27 38 159 

計 28 91 34 40 193 

（２）倫理的配慮 

本研究は，鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部研究

倫理委員会の承認（承認番号：2021－001）を得

て行われており，フェイスシートにおいて，調査
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の趣旨及び目的を明記するとともに，回答協力は

任意であること，回答しないことへの不利益は生

じないこと，個人情報の保護に最大限の配慮を行

うことを記述した．   

（３）質問項目 

 表２に，本研究において用いた質問項目を示し

た．  

１）健康関連行動 

 朝食行動に関しては，厚生労働省が国民の健康

増進の総合的な推進を図るための基礎資料を得

るために毎年実施している「国民健康・栄養調査」

16）において，平成 23 年調査までに使用された生

活習慣調査の質問項目を用いて，習慣的な朝食の

摂取有無について尋ねた．なお，「あなたはふだん，

朝食を食べますか」という質問に対して，「ほとん

ど毎日食べる」と回答した者を「食べる群」，それ

以外のいずれかを選んだ者を「食べない群」に分

けて分析した． 

 睡眠時間に関しては，同調査 17）生活習慣調査の

睡眠の状況に関する質問項目を用いて，過去１か

月間の 1 日の平均睡眠時間について尋ねた．なお，

６件法で回答を求め，先行研究 18)19）を参考に，「５

時間未満」を選んだ者を短眠群，「９時間以上」を

選んだ者を長眠群，それ以外のいずれかを選んだ

者を中間群に分けて分析した． 

 喫煙行動に関しては，同調査 17）生活習慣調査の

喫煙の状況に関する質問項目を用いて喫煙行動

の有無について尋ね「毎日吸っている」，「時々吸

う日がある」と回答した者を「吸う群」，それ以外

のいずれかを選んだ者を喫煙行動「吸わない群」

に分けて分析した．  

 飲酒行動に関しては，同調査 17）生活習慣調査の

飲酒の状況に関する質問項目を用いて一週間の

飲酒頻度について尋ね「ほとんど飲まない」，「や

めた」，「飲まない（飲めない）」のいずれかを選ん

だ者を「飲まない群」に，それ以外のいずれかを

選んだ者を「飲む群」に分けて分析した．なお，

お酒の種類について，同調査 17）の「清酒，焼酎，

ビール，洋酒など」の記述を，大学生に親しみが

ある「チューハイ，ビール，焼酎，日本酒など」

に修正した．  

 大学の授業への取組状況に関しては，東京大学

大学院教育学研究科大学経営・政策研究センター

が，2018 年に実施した「第２回全国大学生調査 20）」

において使用した授業への取組状況に関する質

問項目を用いて，グループワークやディスカッシ

ョンへの参加状況，予習・復習の実施状況，教員

への質問等の相談状況について尋ねた．また，各

質問に対して「１．あてはまらない」，「２．あま

りあてはまらない」，「３．ある程度あてはまる」，

「４．あてはまる」の４件法で回答を求めており，

得点が高いほどそれぞれの取組を積極的に行っ

ていることを示している．  

２）セルフエスティーム 

 高いセルフエスティームをもつことは，ライフ

スキルの基盤となる 6)～12)とされており，本研究

においては，セルフエスティームについても調べ

ることとした．セルフエスティームの測定には，

Rosenberg21）の全般に関するセルフエスティーム

尺度（以下「SE 全般」）を用いた．本尺度は 10 項

目で構成され，全般的なセルフエスティームのレ

ベルを測定している．各項目とも「１．よくそう

思う」，「２．ときにはそう思う」，「３．ほとんど

そうは思わない」の３件法で回答を求め，得点が

高いほどセルフエスティームのレベルが高いこ

とを示すように変換し，合計得点を求めた．  

３）ライフスキル 

ライフスキルについては，嘉瀬ら 22）が開発し

た青年・成人用ライフスキル尺度（Life  

Skills Scale for Adolescents and Adults 以下 

「LSSAA」）を用いて，効果的コミュニケーシ 

ョンスキル，対人関係スキル，情動への対処ス 

キル，意志決定スキルを測定した．各項目とも 

「１．まったくあてはまらない」，「２．あまり 

あてはまらない」，「３．どちらともいえない」， 

「４．わりとあてはまる」，「５．とてもあては 

まる」の５件法で回答を求め，得点が高いほど 

各ライフスキルのレベルが高いことを示すよう 

に変換し，合計得点を求めた．なお，効果的コ 

ミュニケーションスキルは，自分の考えを積極 

的かつ効果的に他者へ伝えるスキルを測定する 
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表２ 質問項目 

因子，対人関係スキルは，他者への言動から気持ちを 

想像し，それに対する共感を言動で表現するというス 

キルを測定する因子，情動への対処スキルは，自分自 

身の情動を効果的に統御するスキルを測定する因子， 

意志決定スキルは，論理的思考や想像力を用いて問題 

を効果的に解決するための意志決定を行うというスキ 

ルを測定する因子である． 

４）属性 

 属性については，性，年齢，大学名及び学部（学科・

専攻），学年について尋ねた． 

（４）解析方法 

 まず，SE全般及び LSSAA尺度の得点を男女別に求

め，独立した２標本の平均値の差に関する t 検定を用

いた． 

 次に，SE全般及び LSSAA と健康関連行動との関係

を明らかにするために，朝食，喫煙，飲酒行動の有無

別に各尺度の得点の平均値を求め，独立した２標本の

平均値の差に関する t検定を行った．また，睡眠時間，

授業への取組状況の各項目については，それぞれの各

尺度の平均値を求め，群間の平均値の等質性について

分散分析を行った．そして，一元配置分散分析で有意

であった場合は，Tukey の HSD 検定を用いて多重比

較を行った．なお，本研究においては，男子対象者数

が少なかったことを考慮し，健康関連行動とライフス

キルとの関連に関する分析においては男女を合わせて

分析を行った．  

解析に際しては，統計プログラムパッケージ

SPSS24.0 を使用し，統計上の有意水準は５％とした． 

３．結果 

（１）SE 全般及び LSSAA 得点 

 図１に，SE 全般及び LSSAA の各尺度の得点の平

均値を男女別に示した． 

対人関係スキル以外の得点において男子が女子に比

して高い傾向にあり，情動への対処スキルにおいて有

意差（t（191）=3.327,p=.001）が認められた．

【健康関連行動】 

・朝食行動 

①ほとんど毎日食べる ②週２～３日食べない ③週４～５日食べない ④ほとんど食べない より一つ選択 

・睡眠時間 

①５時間未満 ②５時間以上６時間未満 ③６時間以上７時間未満 ④７時間以上８時間未満 

⑤８時間以上９時間未満 ⑥９時間以上  より一つ選択 

・喫煙行動 

①毎日吸っている ②時々吸う日がある ③以前吸っていたが，１ヶ月以上吸っていない 

④吸わない より一つ選択 

・飲酒行動 

①毎日 ②週５～６日 ③週３～４日 ④週１～２日 ⑤月に１～３日 ⑥ほとんど飲まない 

⑦やめた ⑧飲まない（飲めない） より一つ選択 

・大学の授業への取組状況 

：グループワークやディスカッションに積極的に参加している 

：必要な予習や復習をした上で授業にのぞんでいる 

：先生に質問したり，勉強の仕方を相談したりしている 

 それぞれの質問に対して①あてはまらない ②あまりあてはまらない ③ある程度あてはまる  

④あてはまる より一つ選択 

 

【セルフエスティーム】  

・全般に関するセルフエスティーム ＜Rosenberg の尺度＞10 項目 

それぞれの質問に対して①よくそう思う ②ときにはそう思う ③ほとんどそうは思わない より一つ選択 

 

【ライフスキル】＜嘉瀬らの尺度＞ 

・効果的コミュニケーションスキル（５項目）  

・対人関係スキル（５項目） 

・情動への対処スキル（３項目） 

・意志決定スキル（８項目） 

それぞれの質問に対して①まったくあてはまらない ②あまりあてはまらない ③どちらともいえない  

④わりとあてはまる  ⑤とてもあてはまる より一つ選択 

 

【属性】 性，年齢，大学・学部（学科，専攻），学年  
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（２）健康関連行動とSE 全般及びLSSAA との関係 

 本研究においては，男子対象者数が少ないことを考

慮し，健康関連行動と SE 全般及び LSSAA との関係

に関する分析に際しては，男女を合わせて分析を行っ

た． 

表３－１及び表３－２に，朝食，睡眠，喫煙，飲酒

行動別にみた，SE全般及び LSSAA の得点を示した．

朝食行動に関しては，SE全般（t（191）=2.531,p=.012），

情動への対処スキル（t=（191）2.406,p=.017），意志

決定スキル（t=（191）2.522,p=.012）において２群間

に有意差が認められ，いずれも朝食を「食べる群」の

得点が高かった．睡眠時間，喫煙・飲酒行動に関して

は，群間に有意差が認められなかった．表４に，大学

の授業への取組状況別にみた，SE全般及び LSSAA の

得点を示した．大学の授業への取組状況について，一

元配置分散分析の結果によれば，グループワークやデ

ィスカッションへの取組状況では，SE全般，効果的コ

ミュニケーションスキル，対人関係スキル,意志決定ス

キルにおいて群間に有意差が認められた．予習・復習

の取組状況では，意志決定スキルにおいて，教員への

質問等相談状況では，効果的コミュニケーションスキ

ルにおいて群間に有意差が認められた．また，一元配

置分散分析で有意であった項目について，多重比較の

検定（Tukey 法）を行った結果，すべての項目におい

て，大学の授業に積極的に取り組むことを示す「あて

はまる」と回答した者の得点が最も高い傾向にあった． 

４．考察 

 本研究の目的は，大学生の健康関連行動とライフス

キルとの関係について明らかにすることによって，大

学生用ライフスキル教育プログラムの開発のための基

礎資料を得ることであった． 

（１）大学生のセルフエスティーム及びライフスキル 

 LSSAA の情動への対処スキルにおいて有意差が認

められ，男子が女子に比べて高い得点を示した．本研

究において用いた情動への対処スキル 22)は，「前向き

な思考」，「感情の統制」などの行動や思考を示す項目

で構成されており，自分自身の情動を効果的に統御す

るスキルを測定する因子である．つまり，男子は女子

に比べて辛いことや悲しいことに対して考え方を前向

きに変えることや感情のコントロールに優れているこ

とを示す． 

本研究の結果は，男子大学生は女子大学生に比して，

おかれた状況や出来事をポジティブに捉えることによ

り，冷静に物事を考えることが可能になることを示唆

するものであり，ライフスキルの向上を目指した教育

プログラムの実施において性差を考慮することが必要

であることが推察される． 

 

木村 美来 大学生の健康関連行動とライフスキルとの関係 

 

117



表
３

-１
 

健
康

関
連

行
動

別
に

み
た

S
E

全
般

及
び

L
S

S
A

A
と

の
関

係
 

注
１

：
＊

は
，

そ
れ

ぞ
れ

有
意

水
準

５
％

で
有

意
に

得
点

の
高

い
群

を
示

す
 

注
２

：
表

中
の

数
字

は
，

平
均

値
±

標
準

偏
差

（
n
＝

標
本

数
）

 

 

表
３

-２
 

健
康

関
連

行
動

（
睡

眠
）

と
S

E
全

般
及

び
L

S
S

A
A

と
の

関
係

 

               
注

１
：

①
５

時
間

未
満

＝
短

眠
群

，
②

～
⑤

＝
中

間
群

，
⑥

９
時

間
以

上
＝

長
眠

群
 

 
注

２
：

表
中

の
数

字
は

，
平

均
値

±
標

準
偏

差
（

n
＝

標
本

数
）

 

 

 

 
朝

食
 

喫
煙

 
飲

酒
 

 

食
べ

る
群

 
(n

=
1

0
8

) 
食

べ
な

い
群

 
(n

=
8

5
) 

ｔ値
（
p

値
）
 

吸
う

群
 

(n
=

1
4

) 
吸

わ
な

い
群

 
(n

=
1

7
9

) 
ｔ値

（
p

値
）
 

飲
む

群
 

(n
=

4
7

) 
飲

ま
な

い
群

 
(n

=
1

4
6

) 
ｔ値

（
p

値
）
 

｛
S

E
全

般
｝
 

2
0

.7
±

4
.7

 
1

9
.0

±
4

.8
 

2
.5

3
1

(.
0

1
2
＊

) 
2

0
.9

±
5

.5
 

1
9

.8
±

4
.7

 
.7

5
8

(.
4

4
9

) 
2

0
.5

±
4

.9
 

1
9

.7
±

4
.7

 
.9

3
3

(.
3

5
2

) 

｛
L
S

S
A

A
｝
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
1

6
.0

±
3

.8
 

1
6

.3
±

3
.7

 
-.

4
2

2
(.

6
7

4
) 

1
7

.4
±

4
.7

 
1

6
.0

±
3

.7
 

1
.0

1
9

(.
3

2
5

) 
1

6
.8

±
3

.5
 

1
5

.9
±

3
.8

 
1

.4
2

4
(.

1
5

6
) 

対
人

関
係

ス
キ

ル
 

2
0

.8
±

2
.8

 
2

0
.3

±
3

.3
 

1
.1

1
8

(.
2

6
5

) 
1

9
.2

±
4

.5
 

2
0

.7
±

2
.9

 
-1

.1
8

9
(.

2
5

4
) 

2
0

.3
±

3
.2

 
2

0
.7

±
3

.0
 

-.
7

8
3

(.
4

3
4

) 

情
動

へ
の

対
処

ス
キ

ル
 

9
.4

±
3

.0
 

8
.3

±
2

.9
 

2
.4

0
6

(.
0

1
7
＊

) 
8

.4
±

3
.2

 
8

.9
±

3
.0

 
-.

6
9

7
(.

4
8

7
) 

9
.1

±
3

.0
 

8
.8

±
3

.0
 

.4
3

9
(.

6
6

1
) 

意
志

決
定

ス
キ

ル
 

2
7

.7
±

5
.4

 
2

5
.8

±
4

.8
 

2
.5

2
2

(.
0

1
2
＊

) 
2

4
.7

±
4

.7
 

2
7

.0
±

5
.3

 
-1

.5
6

8
(.

1
1

9
) 

2
6

.6
±

4
.6

 
2

6
.9

±
5

.5
 

-.
3

1
0

(.
7

5
7

) 

 

睡
眠

 
 

 

短
眠

群
 

(n
=

2
2

) 
中

間
群

 
(n

=
1

6
5

) 
長

眠
群

 
(n

=
6

) 
一

元
配

置
分

散
分

析
 

F
値

 
P

値
 

｛
S

E
全

般
｝
 

1
9

.9
±

5
.1

 
2

0
.0

±
4

.7
 

1
8

.3
±

6
.6

 
F

(2
,1

9
0

)=
.3

4
5

 
.7

0
8

 

｛
L
S

S
A

A
｝
 

 
 

 
 

 

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
1

7
.5

±
3

.8
 

1
5

.9
±

3
.7

 
1

6
.2

±
5

.5
 

F
(2

,1
9

0
)=

1
.6

6
3

 
.1

9
2

 

対
人

関
係

ス
キ

ル
 

2
0

.8
±

4
.0

 
2

0
.6

±
3

.0
 

1
9

.3
±

2
.3

 
F

(2
,1

9
0

)=
.5

3
6

 
.5

8
6

 

情
動

へ
の

対
処

ス
キ

ル
 

9
.5

±
3

.1
 

8
.9

±
2

.9
 

7
.0

±
3

.8
 

F
(2

,1
9

0
)=

1
.7

2
8

 
.1

8
0

 

意
志

決
定

ス
キ

ル
 

2
6

.7
±

5
.3

 
2

6
.9

±
5

.3
 

2
5

.2
±

3
.6

 
F

(2
,1

9
0

)=
.3

1
7

 
.7

2
9

 

木村 美来 大学生の健康関連行動とライフスキルとの関係 

 

118



表
４

 
授

業
へ

の
取

組
状

況
別

に
み

た
S

E
全

般
及

び
L

S
S

A
A

の
得

点
 

質
問

：
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

 
 

 
 

 
①

当
て

は
ま

ら
な

い
 

(n
=

1
1

) 
②

あ
ま

り
当

て
は

ま
ら

な
い

 
(n

=
3

5
) 

③
あ

る
程

度
当

て
は

ま
る

 
(n

=
9

3
) 

④
当

て
は

ま
る

 
(n

=
5

4
) 

一
元

配
置

分
散

分
析

 
F

値
 

P
値

 
多

重
比

較
 

（
T

u
k
e
y

法
）
 

【
S

E
全

般
】
 

1
7

.5
±

3
.9

 
1

7
.4

±
3

.9
 

1
9

.6
±

4
.3

 
2

2
.6

±
5

.0
 

F
(3

,1
8

9
)=

1
1

.5
6

0
 

p
＜

.0
0

1
 

①
②

③
＜

④
 

【
L
S

S
A

A
】
 

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
 

1
4

.4
±

3
.3

 
1

4
.0

±
2

.7
 

1
5

.9
±

3
.6

 
1

8
.2

±
3

.7
 

F
(3

,1
8

9
)=

1
1

.4
8

1
 

p
＜

.0
0

1
 

①
②

③
＜

④
，

②
＜

③
④

 

対
人

関
係

ス
キ

ル
 

2
0

.0
±

3
.0

 
1

8
.9

±
3

.6
 

2
0

.7
±

2
.7

 
2

1
.5

±
2

.9
 

F
(3

,1
8

9
)=

5
.8

6
7

 
p

=
.0

0
1

 
②

＜
③

④
 

情
動

へ
の

対
処

ス
キ

ル
 

7
.8

±
3

.3
 

8
.6

±
2

.5
 

8
.8

±
2

.9
 

9
.5

±
3

.4
 

F
(3

,1
8

9
)=

1
.2

7
8

 
 

 

意
志

決
定

ス
キ

ル
 

2
5

.7
±

4
.7

 
2

4
.9

±
4

.1
 

2
6

.5
±

5
.6

 
2

8
.9

±
4

.9
 

F
(3

,1
8

9
)=

4
.8

0
4

 
p

=
.0

0
3

 
②

③
＜

④
 

質
問

：
必

要
な

予
習

・
復

習
を

し
た

上
で

授
業

に
の

ぞ
ん

で
い

る
 

 
 

 

 
①

当
て

は
ま

ら
な

い
 

(n
=

2
7

) 
②

あ
ま

り
当

て
は

ま
ら

な
い

 
(n

=
7

0
) 

③
あ

る
程

度
当

て
は

ま
る

 
(n

=
8

2
) 

④
当

て
は

ま
る

 
(n

=
1

4
) 

一
元

配
置

分
散

分
析

 
F

値
 

P
値

 
多

重
比

較
（
T

u
k
e
y

法
）
 

｛
S

E
全

般
｝
 

 
1

9
.5

±
5

.6
 

1
9

.9
±

4
.6

 
1

9
.6

±
4

.5
 

2
2

.7
±

5
.1

 
F

(3
,1

8
9

)=
1

.8
3

1
 

p
=

.1
4

3
 

 

｛
L
S

S
A

A
｝
 

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
1

6
.2

±
4

.1
 

1
5

.9
±

3
.9

 
1

5
.9

±
3

.6
 

1
8

.4
±

3
.0

 
F

(3
,1

8
9

)=
1

.8
3

4
 

p
=

.1
4

2
 

 

対
人

関
係

ス
キ

ル
 

1
9

.7
±

3
.2

 
2

0
.4

±
3

.3
 

2
1

.0
±

2
.8

 
2

0
.6

±
2

.9
 

F
(3

,1
8

9
)=

1
.1

6
4

 
p

=
.3

2
5

 
 

情
動

へ
の

対
処

ス
キ

ル
 

9
.2

±
3

.2
 

8
.9

±
3

.0
 

8
.7

±
3

.0
 

9
.4

±
3

.0
 

F
(3

,1
8

9
)=

.3
2

2
 

p
=

.8
1

0
 

 

意
志

決
定

ス
キ

ル
 

2
6

.7
±

5
.1

 
2

5
.6

±
5

.2
 

2
7

.4
±

5
.2

 
2

9
.6

±
5

.1
 

F
(3

,1
8

9
)=

2
.9

2
0

 
p

=
.0

3
5

 
②

＜
④

 

質
問

：
先

生
に

質
問

し
た

り
，

勉
強

の
仕

方
に

つ
い

て
相

談
し

た
り

し
て

い
る

 
 

 
 

 
①

当
て

は
ま

ら
な

い
 

(n
=

4
2

) 
②

あ
ま

り
当

て
は

ま
ら

な
い

 
(n

=
7

2
) 

③
あ

る
程

度
当

て
は

ま
る

 
(n

=
6

0
) 

④
当

て
は

ま
る

 
(n

=
1

9
) 

一
元

配
置

分
散

分
析

 
F

値
 

P
値

 
多

重
比

較
（
T

u
k
e
y

法
）
 

｛
S

E
全

般
｝
 

1
9

.4
±

5
.3

 
1

9
.6

±
4

.6
 

2
0

.3
±

4
.6

 
2

0
.8

±
5

.2
 

F
(3

,1
8

9
)=

.6
2

5
 

p
=

.5
9

9
 

 

｛
L
S

S
A

A
｝
 

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
 

1
5

.3
±

3
.7

 
1

5
.5

±
3

.9
 

1
6

.9
±

3
.3

 
1

8
.1

±
3

.9
 

F
(3

,1
8

9
)=

4
.2

5
3

 
p

=
.0

0
6

 
①

②
＜

④
 

対
人

関
係

ス
キ

ル
 

2
0

.4
±

3
.1

 
2

0
.2

±
3

.2
 

2
0

.9
±

2
.8

 
2

1
.3

±
3

.1
 

F
(3

,1
8

9
)=

.9
3

5
 

p
=

.4
2

5
 

 

情
動

へ
の

対
処

ス
キ

ル
 

9
.0

±
2

.8
 

8
.5

±
2

.8
 

9
.4

±
3

.0
 

8
.8

±
4

.1
 

F
(3

,1
8

9
)=

.9
9

5
 

p
=

.3
9

6
 

 

意
志

決
定

ス
キ

ル
 

2
6

.4
±

5
.8

 
2

6
.1

±
4

.8
 

2
7

.5
±

4
.9

 
2

8
.2

±
6

.3
 

F
(3

,1
8

9
)=

1
.3

4
7

 
p

=
.2

6
1

 
 

木村 美来 大学生の健康関連行動とライフスキルとの関係 

 

119



（２）健康関連行動とセルフエスティーム及びライフ

スキルとの関係 

 朝食行動とセルフエスティーム，情動への対処スキ

ル，意志決定スキルとの間に有意な関係が認められ，

朝食行動に積極的な者ほどセルフエスティームやライ

フスキルの得点が高いことが示された．健康関連行動

は，健康リスク行動とポジティブ健康行動に分類され，

ポジティブ健康行動は，病気の予防や初期の段階で病

気や障害を発見し，危険性を未然に防止するために，

当人が健康的であると信じて取り組むすべての活動と

して定義 23)される．つまり，本研究の結果は，セルフ

エスティームやライフスキルのレベルが高い者は，朝

食を積極的に摂取することが自分自身の健康を維持増

進するために必要であると信じ，そうした信念が行動

の実行につながると推察される． 

川畑 6)は，ライフスキルの形成は,ただ単に思春期の

様々な危険行動を防止するのに有効なだけではなく,

学校教育の基本的目標である「生きる力」の形成にも

寄与するとしている．本研究の結果は，ライフスキル

の獲得は，思春期段階に限らず，成人の場合において

もポジティブ健康行動を促すことに有効であることを

示唆するものである． 

 大学の授業への取組状況とセルフエスティーム，ラ

イフスキルとの関係については，グループワークやデ

ィスカッションへの取組状況では，SE 全般，効果的コ

ミュニケーションスキル，対人関係スキル,意志決定ス

キルにおいて，予習・復習の取組状況では，意志決定

スキルにおいて，教員への質問等相談状況では，効果

的コミュニケーションスキルにおいて群間に有意な関

係が認められた． 

 本研究に用いた全般に関するセルフエスティーム尺

度は，「ほとんどの点で自分に満足している」とか「自

分のよいところに目を向けるようにしている」など，

前向きな自己認識のレベルを測定している．また，効

果的コミュニケーションスキル尺度と対人関係スキル

尺度は，人間関係を向上させるために身につけるべき

望ましいスキル 24）であるとされている．具体的には，

効果的コミュニケーションスキルは，「自分の素直な気

持ちを他人にはっきり伝えられる」とか「自分自身の

考えを他人に理解しやすいように伝えられる」など，

自分の考えを積極的かつ効果的に他者へ伝えるスキル

のレベルを測定している．対人関係スキルは，「他人の

気持ちを考慮した言動をとれる」とか「他人の話すこ

とを親身に聞いて，受け入れることができる」など，

他者の言動から気持ちを想像し，それに対する共感を

言動で表現するスキルのレベルを測定している．つま

り，これらのスキルが優れている学生は，自分の考え

や主張に自信をもっており，積極的に他者に伝えよう

とすると同時に，相手の考えや主張について理解を深

めるための行動をとり，相違点を見出すことによって

効果的な課題解決に結びつくと考える故，グループワ

ークやディスカッションに積極的に参加することにつ

ながると考えられる． 

また，効果的コミュニケーションスキルが高い学生

は，教員への質問等相談状況においても積極的である

ことが示されており，効果的コミュニケーションスキ

ルが優れている学生は，学修活動全体において高い向

上心をもって取り組むことを示唆している． 

本研究に用いた意志決定スキル尺度は，「多くの情報

から自分にとって重要なものを選択することができる」

とか「行動を起こす前に，具体的に計画を立てられる」

など，論理的思考や想像力を用いて問題を効果的に解

決するための意志決定を行うというスキルのレベルを

測定している．本研究の結果によれば，意志決定スキ

ルが高い学生は，グループワークやディスカッション

に積極的に参加していることに加えて，必要な予習・

復習をした上で授業に臨んでいることが示された．こ

の点については，意志決定スキルが優れている学生は，

学修活動における到達目標が明確であり，その為に行

うべき具体的な学修計画を立てて実行し，その一環と

してのグループワークやディスカッション，予習・復

習への意欲的な取組につながると推察される． 

大学生における学業成績とライフスキルとの関連に

ついて検討した山本ら 25）の研究結果によれば，学業成

績上位群（GPA=3.00 以上）は，個人スキルの下位尺

度である「計画性」，対人スキルの下位尺度である「対

人マナー」の得点が有意に高いことが示された．山本

らが用いたライフスキル尺度は，島本らが開発した日

常生活スキル尺度（大学生版）26）であり，質問項目の

内容から，本研究において用いた「意志決定スキル」，

「効果的コミュニケーションスキル」，「対人関係スキ

ル」は「計画性」と「対人スキル」に相当すると考え
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られ，本研究の結果は山本らの研究結果と概ね一致し

ていた．山本らは，計画性のスキルを獲得している学

生は意欲的に学習に取組，優秀な学業成績を収めてい

るとしている．また，対人スキルを獲得している学生

は，教員や友人と良好なコミュニケーションを図りな

がら，お互いに密接な関係を形成・維持することによ

って，学生同士の学び合いを積極的に行うことや教員

に対しても主体的に関わり，学習内容について質問し

自らの知識を深めるなどして，効果的に学修を行って

いるとしている． 

 以上のことは，大学生のライフスキルを高めるため

の取組は，ポジティブ健康行動を促すこと，効果的な

学修活動を促すために有効であることを示唆している． 

（３）本研究の意義と今後の課題 

 本研究においては，朝食を積極的に摂取する者のSE

全般，情動への対処スキル，意志決定スキルの得点が

高いことが示された．また，大学の授業への取組状況

においては，グループワークやディスカッションへの

取組状況では，SE 全般，効果的コミュニケーションス

キル，対人関係スキル,意志決定スキルの得点が，予習・

復習の取組状況では，意志決定スキルの得点が，教員

への質問等相談状況では，効果的コミュニケーション

スキルの得点が高いことが示された． 

以上の結果は，セルフエスティーム，ライフスキル

を高めることは，ポジティブ健康行動を促すこと，効

果的な学修活動を促すことにつながることを示唆して

おり，大学生用ライフスキル教育プログラムの実施は，

今日社会が高等教育機関に求める「社会人基礎力」や

「学士力」の形成に寄与するものと考える． 

また，今回の調査では対象者数の制限から，健康関

連行動とライフスキルとの関連に関する分析において

は男女を合わせて行った．しかし，図１に示したよう

に，ライフスキルの獲得レベルには性差が認められて

おり，プログラムの要素に関する検討においては性差

を考慮すべきであり，今後は，大規模集団を対象とし

た調査を実施し，性差について再検討を行う必要があ

ると考える． 

更に，学校教育を終えて社会進出を控えている大学生

にとって，最も大きな課題はキャリア形成であると言

っても過言ではない．したがって今後は，キャリア形

成の視点をも踏まえた行動指標の検討が必要であり，

それらとライフスキルとの関係について検討を行う必

要があると考える． 
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Relationships between Health Behaviors and Life Skills 

among University Students 

 

Miku KIMURA, Mayuko OGAWA 

 

Abstract 

The purpose of this study was to obtain primary data for the development of the life skills education 

program for university students by clarifying the relationship between health-related behaviors and 

life skills among college students. The survey was conducted from June to July 2021 for students of 

four universities in Aichi, Gifu, and Mie prefectures using Google Forms. The results showed that 

those who actively consumed breakfast had higher scores in self-esteem, coping with emotion skills, 

and decision-making skills. In addition, the results showed higher scores of SE in general, effective 

communication skills, interpersonal relationship skills, and decision-making skills when the 

students were engaged in group work and discussion, higher scores of decision-making skills when 

engaged in preparation and review, and higher scores of effective communication skills in the 

situation of consulting with teachers. These results suggest that enhancing self-esteem and life 

skills promotes positive health behaviors and effective learning activities. 
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